
ＰＲＥＳＳ ＲＥＬＥＡＳＥ   県北広域振興局 
報道機関への情報提供（2020/7/3）  

「久慈地方産原木乾しいたけフェア」の開催について 

（林務部） 

 

高品質で豊かな味や香りが特徴の「久慈地方産原木乾しいたけ」の認知度向上を図ることを

目的に、７月７日の「乾しいたけの日」に合わせて、県北・沿岸地区のレストランで久慈地方

産原木乾しいたけを使用したメニューの提供を行うフェアを開催します。 

記 

１ 開催日程 

  令和２年７月７日（火）から１週間程度（乾しいたけが無くなり次第終了とします。） 

２ 実施内容 

  久慈地方産原木乾しいたけを使用した料理の提供 

３ 開催店舗 

 ⑴ 久慈グランドホテル レストラン「アゼリア」（久慈市川崎町 10-15） 

  ア 提供メニュー 

    【和食】乾しいたけの玉子とじ丼 

    【洋食】乾しいたけとベーコンのバターソテー 

    【中華】乾しいたけと豚肉のあんかけラーメン 

  イ 営業時間 

    ランチ  11時 30分～14時 00分 

    ディナー 17時 30分～21時 00分（ラストオーダー 20時 40分） 

  ウ 電話番号 

    0194-52-2222 

⑵ ロレオール田野畑（田野畑村明戸 309-5） 

 ア 提供メニュー 

   コース料理のみ 

 イ 営業時間 

   ランチ  12時 00分～14時 00分 

   ディナー 18時 00分～20時 00分 

 ウ 電話番号 

   080-9014-9000（予約専用） 

  ※事前予約制のため、御利用日の２日前までに御予約ください。 

４ 主催 

 県北広域振興局林務部 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当：林務部 林業振興課長兼上席林業普及指導員  佐々木 康彦 

電話：0194-53-4984 内線 226 

＜参考＞「乾しいたけの日」について 

  

  

 

 

 

 

 

                       引用：日本産・原木乾しいたけをすすめる会ホームページ 

 

 乾しいたけの生産・流通関係者でつくる「日

本産・原木乾しいたけをすすめる会」が、平成

25 年から７月７日を「乾しいたけの日」としま

した。7月 7日は、国産乾しいたけのおいしさや

安全性などを消費者に知っていただき、消費拡

大につなげようと様々な取組が全国で行われて

います。 



ＰＲＥＳＳ ＲＥＬＥＡＳＥ   県北広域振興局 
報道機関への情報提供（2020/7/3）  

第 40回久慈地区乾しいたけ品評会の審査結果及び褒賞伝達式の実施について 

（林務部） 

 

新型コロナウイルス感染症の影響により全国品評会や県品評会が中止となる中、久慈地区の

乾しいたけ生産者の生産技術の向上・意欲の増進等を図ることを目的に第 40 回久慈地区乾し

いたけ品評会が開催され、令和２年６月 29 日（月）の同審査会において下記のとおり入賞者

が決定しました。 

今年度の品評会におきましては、例年開催している褒賞授与式が中止となりましたが、２部

門で優秀賞を受賞した毛糠 敏昭 氏に対して、令和２年７月７日（火）に下記のとおり褒賞伝

達式を実施します。 

記 

１ 主催等   主催：久慈地方林業振興協議会 (会長：久慈市長 遠藤譲一) 

        後援：管内市町村、管内市町村しいたけ振興協議会、 

           いわて農林水産振興協議会、県北広域振興局 

 

２ 出品数及び審査結果 

(1) 出品数 

５部門 計 79点（天白どんこ６点、茶花どんこ50点、どんこ６点、こうこ11点、こうしん６点） 

(2) 審査結果 

賞区分 品 柄 受 賞 者 優秀賞以外の入賞者 

優秀賞 

天白どんこ 洋野町 毛
け

糠
ぬか

 敏明
としあき

 優良賞：１名、奨励賞：２名 

茶花どんこ 洋野町 馬場
ば ば

 勝美
か つ み

 優良賞：８名、奨励賞：17名 

ど  ん  こ 普代村 熊谷
くまがい

 有
あり

耕
たか

 優良賞：１名、奨励賞：２名 

こ  う  こ 洋野町 毛
け

糠
ぬか

 敏明
としあき

 優良賞：１名、奨励賞：４名 

こ う し ん 洋野町 上小路
うわしょうじ

 鉄也
て つ や

 優良賞：１名、奨励賞：２名 

  ※ 毛糠 敏昭 氏の「こうこ」については、優秀賞の中から最も優れたものに授与される 

  「久慈地方しいたけ産業振興協議会長賞」に選ばれました。 

 

３ 褒賞伝達式について 

  主催者を代表し、久慈地方林業振興協議会副会長（県北広域振興局林務部長）から伝達を

行います。 

 (1) 日 時  令和２年７月７日（火）16：00～ 

 (2) 場 所  洋野町種市庁舎４階 大会議室 

 (3) 対 象  毛糠 敏昭 氏（洋野町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当：林務部 林業振興課長兼上席林業普及指導員  佐々木 康彦 

電話：0194-53-4984 内線 226 



【参考１】第 40回久慈地区乾しいたけ品評会審査会の様子 

 

 

 

 



 

 

【参考２】久慈地区の乾しいたけ生産の特徴について 

 

１ 県内最大の生産地 

 ・ 豊かな広葉樹資源を背景に原木乾しいたけの生産が盛んで、県内最大の生産地となって

います。 

 ・ 久慈地区の平成 30年の生産量は約 49ｔとなっており、県内生産量（約 91ｔ）の 50％以

上を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

２ 確かな品質 

 ・ 全国品評会において何度も上位入賞するなど、高い評価を得ています。 

 ○平成 26年 第 62回全国乾椎茸品評会（主催：日本椎茸農業協同組合連合会） 

  天白どんこの部 農林水産大臣賞 久慈 石太郎（久慈市） 

 ○平成 27年 第 63回全国乾椎茸品評会（主催：日本椎茸農業協同組合連合会） 

  茶花どんこの部 林野庁長官賞  髙 城 邦 夫（洋野町） 

 ○平成 28年 第 64回全国乾椎茸品評会（主催：日本椎茸農業協同組合連合会） 

  茶花どんこの部 林野庁長官賞  髙屋敷 喜朗（洋野町） 

 ○令和元年 第 67回全国乾椎茸品評会（主催：日本椎茸農業協同組合連合会） 

  天白どんこの部 林野庁長官賞  毛 糠 敏 昭（洋野町） 

  茶花どんこの部 林野庁長官賞  髙屋敷 幸雄（洋野町） 

  どんこの部   林野庁長官賞  大 井 一 男（洋野町） 

  こうこの部   林野庁長官賞  尾 前 孝 一（洋野町） 

 ○令和元年 第 52回全農乾椎茸品評会（主催：全国農業協同組合連合会） 

  花どんこの部  林野庁長官賞  苧 坪 富 蔵（洋野町） 

 

 



 

【参考３】 

久慈地方林業振興協議会会員名簿 

久 慈 市 長 

洋 野 町 長 

野 田 村 長 

普 代 村 長 

久 慈 地 方 森 林 組 合 代 表 理 事 組 合 長 

野 田 村 森 林 組 合 代 表 理 事 組 合 長 

三 陸 北 部 森 林 管 理 署 久 慈 支 署 長 

岩 手 県 森 林 整 備 協 同 組 合 理 事 長 

九 戸 木 材 協 同 組 合 理 事 長 

久慈地区国有林材生産協同組合理事長 

北 い わ て 木 炭 産 業 振 興 協 議 会 長 

県 北 広 域 振 興 局 林 務 部 長 

 

 



担当：二戸地域振興センター地域振興課 

   主事 田澤 

電話：0195-23-9205 内線 209 

県北広域振興局 
 

報道機関への情報提供（2020/７/３） 県北広域振興局 

退任交通指導員への岩手県知事感謝状伝達式について 

   （二戸地域振興センター）  

県では、長年にわたり精勤して退任された交通指導員に対して、在任中の功績に敬意を

表し、岩手県知事感謝状を贈呈しています。今回、県北広域振興局管内の退任交通指導員

への感謝状伝達式を以下のとおり行いますので、当日の取材について御配慮くださいます

ようお願いいたします。 

 

 １ 日 時 

  令和２年７月８日（水） ９：30～ 

２ 会 場 

  県二戸地区合同庁舎 １階 大会議室（二戸市石切所字荷渡 6-3） 

３ 受賞者 

  大道
だいどう

 勇
いさむ

  氏 (二戸市)  勤務歴：昭和 43年６月から令和２年３月（51年）   

  大瀧
おおたき

 良
りょう

治
じ

 氏 （二戸市）  勤務歴：昭和 51年４月から令和２年３月（44年） 

  安藤
あんどう

 サチ子
さ ち こ

 氏 （九戸村） 勤務歴：昭和 52年４月から令和２年３月（43年） 

主な功績：地域の交通安全指導、隊員の育成指導 

４ 出席者 

  県北広域振興局長（伝達者） 高橋 進  

同副局長（二戸市駐在）   松本 淳 

  二戸警察署長        南部 一成 

 

 

 



県北広域振興局 
 

報道機関への情報提供（2020/７/10） 県北広域振興局 

○令和２年度「中学生水の作文岩手県コンクール」入賞者への賞状伝達式の開催について 

（二戸保健福祉環境センター） 

 

岩手県では「水の週間」行事の一環として、広く水に対する関心を高め理解を深めること

を目的に、次世代を担う中学生を対象とした作文コンクールを実施しており、このたび、下

記１のとおり入賞者が決定しましたのでお知らせします。 

また、入賞者に対する賞状伝達式を下記２のとおり開催しますので、併せてお知らせしま

す。 

記 

１ 入賞者（二戸保健福祉環境センター管内分） 

賞 名 氏 名 学 校 名 学年 作文の題名 

優秀賞 中嶌
なかしま

 歩
あゆみ

 一戸町立奥中山中学校 ３年 人々の健康と水への思いやり 

 ※１ 入賞者は、昨年度は「命をつなぐ大切な水」で優秀賞を受賞。 

※２ 優秀賞輩出校として、学校あて学校賞を贈呈（２年連続受賞）。 

２ 賞状伝達式 

(1) 日 時  令和２年７月 15日（水）13時 30分 

(2) 場 所  一戸町立奥中山中学校校長室（二戸郡一戸町中山字軽井沢 76－２） 

３ その他 

岩手県全体の入賞者については、岩手県庁環境生活部環境保全課 鉱業・水資源担当

（019-629-5267）へお問い合わせください。 

 

＜水の週間＞ 

毎年８月１日を「水の日」とし、この日を初日とする一週間を「水の週間」として、水資

源の有限性、水の貴重さ及び水資源開発の重要性に対する関心と理解を高めるため、昭和

52年５月 31日閣議了解により設定しました。 

担当：二戸保健福祉環境センター環境衛生課  

課長   懸田 節 

主任   涌井 玲 

電話：0195-23-9219 内線 232 



Press Release  
報道機関への情報提供                                      

令和２年 7月 15日 
                       

コロナ禍に負けるな！県下で Tori（鶏）組み・天下（世界）へ羽ばたく！ 
 いわての新たな食文化発信プロジェクト 第二弾 「巖手とりから」 発信 

 

 

 

 

                                                                                                      

記 

１ 日 時 
  令和 2年７月１7日（金）14：00～15：00 
２ 場 所 
  二戸市内）「南部煎餅の里」内「せんべい広場」二戸市石切所字荒瀬 65-3 
３ 出席者 

株式会社阿部繁
はん

孝
こう

商店 代表取締役社長    阿 部 繁 之 （あべ しげゆき）  

株式会社小松製菓   代表取締役社長   小 松    豊 （こまつ ゆたか） 

有限会社山
やま

長
ちょう

ミート  代表取締役社長  槻 木  光 夫 （つきのき みつお） 

からあげアイドル            有 野  い く （ありの いく） 
岩手まるごとおもてなし隊        サ ク ラ 凛 （さくら りん） 

      〃             マジカル河童ちゃん（まじかるかっぱちゃん） 
二戸市        市長       藤 原   淳 （ふじわら じゅん） 
県北広域振興局    副局長      松 本    淳 （まつもと じゅん） 

 
４ 内 容 

(1) 趣旨説明 販売者  株式会社小松製菓   代表取締役社長 小 松    豊 
(2) 商品説明 主原料  株式会社阿部繁孝商店 代表取締役社長  阿 部 繁 之 

加工製造 有限会社山長ミート  代表取締役社長 槻 木  光 夫 
(3) 「巖手とりから」世界発信宣言（写真撮影）  

  (4) 試食・取材 
  (5)  参列者より感想 

 

５ 商品説明(商品モデル) 

  商品名：「巖手とりから ～ゴマせん衣～」」 
  特 徴：「あべどり」のもも肉を、胡麻南部煎餅の刻み（約 3mm）を衣にして揚げま

した。特徴あるカラッとした食感と胡麻の香ばしい風味が、ジューシーな鶏
のもも肉をより豊かな味わいに仕上げています。南部煎餅の効果として、冷
めてもサク感を維持し、中身のジューシーさを際立てます。 

                                              

 

 

 

人口減少が進み経済活動や地域社会への影響が深刻化する中、新型コロナウイルス感染

症の世界的な拡大による景気の低迷が追い打ちをかけていることから、地域経済の再生と新た

な食文化の創造をめざし、岩手県を代表する地域資源である「鶏肉」と岩手の伝統食である「南

部せんべい」を融合させた商品の発表及びプロジェクトを発信するイベントを開催します。 

 

【担当】岩手県県北広域振興局経営企画部 

 二戸地域振興センター地域振興課 

課長兼交流連携特命課長 清川 勝 

電話 0195-23-9205 

【商品のお問合せ】株式会社小松製菓  

執行役員 青谷 耕成 

 電話  0195-23-4315（代表） 



参 考 資 料 

１ 趣旨 

  人口減少が進み経済活動や地域社会への影響が深刻化する中、新型コロナウイルス感染症

の世界的な拡大による景気の低迷が追い打ちをかけています。二戸地域では、地方創生のカギ

となる交流人口の拡大、地場産業の経営革新・拡大の展開モデルとして、岩手県を代表する地域

資源である「鶏肉」と岩手の伝統食である「南部せんべい」を融合させた商品開発及びプロモーシ

ョン戦略を展開することにより、新たな“マーケットの創造”と“いわての『食文化』”としての展開を

目指します。同時に、異業種の歴史、生育環境、技術を合わせた二戸型テロワールを実現します。 

 

２ 現状・背景 

✔岩手県及び二戸地域の農業及び産業の主幹は養鶏産業であり、農業生産額の４分の１を

占め、生産量は岩手県が全国３位、二戸市は全国の自治体で２位（平成 30 年農林水産

省農業産出額）を誇る。一方で、鶏肉の一人当たり年間消費量は全国平均を下回り、下

位の状況（平成 30年総務省家計調査）。 

✔南部煎餅は、岩手県を代表する伝統食だが、消費量（市場規模）は減少傾向にある。コ

ロナ禍での観光客の減少を受け、さらに消費量が減少している状況。 

✔コロナ禍の影響により、休業する外食店が増え、現在も集客が戻っていない状況。 

 

３ 取組内容 

 岩手県を代表する地域資源である「鶏肉」と岩手の伝統食である「南部せんべい」を融

合させ、南部せんべいを衣にまとった鶏の唐揚げを製品化。 

業務用商品として展開することにより、県内、市内の外食店、量販店、学校給食等での販

売・利用を目指します。 

   

４ 取組のねらい 

(1)県内(市内)の鶏肉消費量の増大 ⇒ 外食店・量販店（惣菜）利用⇒ 地域経済効果 

(2)新しい「食」の観光資源化の展開 ⇒ 岩手県の新食文化に（県下展開）⇒ 外貨獲得 

(3)新食文化を通じて地域産業への理解の増進 ⇒ 食鶏産業や食産業への興味関心 ⇒ 

担い手・労働力確保 

 

５ 取組経過 

・2017 年 10 月 トリコロールフェスタと共催で行われた「とり合戦」において、刻んだ

南部煎餅を衣にした鶏のから揚げの試食アンケートを実施。（４種類） 

・2018年９月 2018恵比寿麦酒祭り復興応援マルシェにて、100名に無料配布・アンケ 

ートを実施。（2017年のアンケートで一番人気だった胡麻せんべい） 

・2019 年３月 県地域経営推進費を活用し、四季の里にて「鶏から飯」をメニュー化。

期間限定販売を実施。（販売期間：2019/3/19～6/19） 

・2020年７月 上記の取組を踏まえ、外食店や量販店の総菜コーナーなどに業務用とし 

て、簡単調理で価格を抑えた商品を展開することで、たくさんのお客様に食べていただ

き、応援していただく仕組みづくりを目指し商品化。 

補足情報 



 

 



県北広域振興局 
 

報道機関への情報提供（2020/7/21） 県北広域振興局 

小学生ものづくり体験教室の開催について 

   （県立二戸高等技術専門校）  

 

 二戸地域の小学生を対象に、組み立てイスやレーシングカーを組み立てる「小学生

ものづくり体験教室」を、26日（日）午後、県立二戸高等技術専門校（二戸市石切所

字上野々）で開催します。 

 この教室は、専門校が毎年実施しているもので、児童のものづくりへの関心・興味

を高めることが狙いです。夏休みの工作などの課題にも役立つと人気の教室になって

います。今回は、木工体験教室、レーシングカー組立教室の二つの体験教室にそれぞ

れ 10組の親子が参加します。 

 木工体験教室では、専門校の２年生の学生も指導に当たります。 

 真剣なまなざしで、組み立てイスやレーシングカーを組み立てる小学生を、是非、

ご取材願います。 

 

 

１ 日時 

  令和２年７月 26日（日） 午後１時から４時まで（受付：午後０時 30分から） 

 

２ 場所 

  県立二戸高等技術専門校 

  （二戸市石切所字上野々92－2、 電話：0195-23-2227）    

 

３ 内容 

（１）木工体験教室  組み立てイスを作ります。 

（２）レーシングカー組立教室  組立キットでレーシングカーを組み立てます、 

 ※ それぞれの教室で作った作品は、お持ち帰りできます。 

 ※ 開催にあたっては、換気を徹底する等、新型コロナウイルス感染症と熱中症の

予防対策に留意します。 

 

４ 参加者 

  各教室 10組 

 

 

担

当 

県立二戸高等技術専門校 

校長  熱海 芳廣 、 校長補佐  阿部 恵一 

Tel:  0195-23-2227 / Fax: 0195-23-9081 

 



岩 手 
県 立 二戸高等技術専門校 

持ち運びも 
かんたん！ 

組立てイスを
作ろう！ 

リモコンで走る！ 

要事前申込 
先着 

各10組 

○ 定   員 ： 各教室 小学４～６年生の親子等各10組 先着順 

○ 申 込 方 法 ： 各教室のＱＲコードから電子申請、ファクシミリ、持参、郵送、Ｅメール 

○ 受 付 期 間 ： 6月29日(月)午前8時30分 ～ 7月13日(月)午後5時まで 

○ そ の 他 ： 申込後、当校から参加の可否を7月20日(月)までに連絡 

岩手県立二戸高等技術専門校 
二戸市石切所字上野々92－1 （TEL）23－2227 （FAX）23－9081 

                                         （E-mail）CD0007@pref.iwate.jp 

小学生  



申込期間 
 6月29日（月）～7月13日（月） 

学校名                   小学校       

ふ り が な 

参加者氏名    学年 男 ・ 女 

保護者氏名 

（同伴者氏名） 
父 ・ 母 ・ その他 

ご連絡先 
住所                                                                            

電話   -   -    （連絡可能時間  時  分） 

希望教室 

 
木工体験教室 ・ レーシングカー組立教室 

 

※希望する教室を○で囲んでください。 

岩 手 
県 立 

【FAX】  0195-23-9081 

岩手県立二戸高等技術専門校で、「ものづくり体験教室」を開催します。 

 日  時：令和２年7月２6日（日）午後１時～４時（受付：午後０時30分～） 
 場  所：岩手県立二戸高等技術専門校（二戸市石切所字上野々９２－１） 
 対  象：小学校４年生～６年生 ※保護者など大人の同伴でお願いします。 
 定  員：レーシングカー組立教室：１0組、木工体験教室：１０組 
 参 加 費 ：無料（作品はお持ち帰りできます） 
 募集期間：6月29日（月）午前８時30分～７月13日（月）午後５時まで 
      ※先着順で定員になり次第締め切ります。 
      ※定員に満たない場合は、募集期間を延長して受け付けます。 

 申込方法：各教室のＱＲコードから県の電子申請システムによるお申し込み、 
      または下記申込書に記入のうえ、二戸高等技術専門校あて、ファク 
      シミリ、持参、郵送又はＥメール（CD0007@pref.iwate.jp）にて 
      お申し込みください。 
      ※受付順を整理するため、電話でのお申し込みは受け付けできません。 

      ※申込書を持参される場合の受付は平日午前8時30分～午後５時です。 
       ※申込後、主催者から参加の可否や注意事項を連絡します。21日を過ぎても 
        連絡がない場合はお問い合わせください。 

 問合せ先：二戸市石切所字上野々92－1  
      岩手県立二戸高等技術専門校 （TEL）0195-23-2227 
 内  容 
  ☆木工体験教室 
   建築科の指導により、組み立てイスを製作します。 
  ☆レーシングカー組立教室 
   自動車システム科の指導により、レーシングカーキットの組立てを行います。 
   
 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

「ものづくり体験教室」参加申込書 


